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　８月15日、みどりと空のプロジェクト
（以下「プロジェクト」）は念願の法人化
を果たしました。そこで、今までの思い、
そしてこれからの展望をプロジェクト理事
長の山浦雅雄さんに伺いました。

一般社団法人
みどりと空のプロジェクト
理事長インタビュー　

●プロフィール●
長野県小諸市出身。自動車関連の会社
に約35年勤務（うち平成18年から定
年まで米国の海外子会社でＣＥＯ）。
平成26年に長野県佐久市より芝山町
に移住。趣味はゴルフ、温泉巡り。
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　農業体験や自然体験などの体験観光は全国の農山漁村の活力再生の手段として広く
展開されています。
　芝山町でも、体験観光を実際に始めるにあたって、何から始め、どうやって体験プ
ログラムを作成し、人を呼び込むかについて実践者をお呼びして勉強会を行います。
これから体験観光に取り組み、収益事業にしたいという方はぜひご参加ください。

11月以降の開催日時と内容
11月22日㈬　午後４時～　意見交換・プログラム開発
11月23日㈷　午前10時～内容未定
※以下の予定は変更になる場合があります。
12月23日㈷　プログラム開発、受入体制整備
12月24日㈰　プログラム開発、受入体制整備
１月22日㈪　受入体制整備、販売ルート検討
１月23日㈫　受入体制整備、販売ルート検討
２月22日㈭　一年のまとめ

　11月23日㈷　午後から講演会を開催します。
　■時間　午後１時30分～　受付
　　　　　午後２時～　開演
　　参加をご希望の方は、11月15日㈬までにお申し込
　みください（申込み方法、申込み先は右記参照）。

体験観光でまちおこし　実践勉強会

■講師　NPO法人自然体験学校理事長
　　　　若林　伸一氏
　　　　 神、町瀬重八県縄沖や町浦豊道海北 ●

奈川県相模原市、新潟県粟島など全
国各地で体験観光による地域再生を
実践。平成29年、内閣府特定有人
国境離島地域プロジェクト推進アド
バイザー、同年、千葉県産業振興セ
ンター専門家ほか、国・県・自治体
の実績多数。

■会場　役場２階大会議室
のぎらすや「ータンセ祉福は日32、22月11 ※

里」
■ 共催　一般社団法人　みどりと空のプロジェ
クト・芝山町

■ 申込み方法　氏名、住所、電話番号を下記申
込み先までお知らせください。

■申込み先　芝山町役場総務課企画政策係　　
　☎77-3921　FAX 77-1954
　✉seisaku@town.shibayama.lg.jp

で加参もでけだ回１、がすで回01全は義講 ※
きます。

　この事業は、地域資源を活かして地域活性化
に取り組む団体を支援するために、公益財団法
人　千葉県産業振興センターの地域資源活用プ
ロデューサー派遣事業により講師を派遣いただ
いています。10月５日に行われた第１回勉強会の様子
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